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＜ 主な内容 ＞ ( 数字はページ数 ) 
＊巻頭の辞 挨拶(3) ＊寄稿・国史における鎌倉の地位・日本千字文 
日本精神を尋ねて等(22) ＊弔慰(16) ＊卒業生指導者講習会消息 
(4) ＊教育春秋(10) ＊支部消息(42) ＊会務・会計報告 役員名簿 
寄付者芳名 編集後記(7) ＊会則(4) 

師範学校の校長の挨拶に「時恰も国家空前の非常時に

直面し、内国民精神の充実と、外国家的躍進とを企画す

べき秋であります」ではじまっている。 
左の会長「巻頭の辞」にも、「思想国難」「経済国難」

等が記されている。また、「百年の大計を立つるは其任

教育者の双肩に懸る」と教育の重要性を述べている。 
 
寄稿「国史における鎌倉の地位」は元師範学校校長が

書いたもので、 
① 幕府濫觴の地としての鎌倉  
② ②武士道発祥の地としての鎌倉  
③ ③元寇国難打開策源の地としての鎌倉 

以上の柱立てで鎌倉の地の重要性を述べ、最後に「友松

会の奮起を期待嘱望する」と結んでいる。 
母校があった鎌倉の地位を知る意味で貴重な論述で

す。機会があった一読することをお勧めします。 
 
シリーズ４の「友松８号」でも紹介しましたが、「教育春秋」を長年

続けて掲載しています。１９号でも１０ページにわたって、退職者の在

職年数・近況、校長在職者の教育信条・感想、最近卒業者の努力目標等々

を寄稿順掲載している。 
われわれの大先輩が、何を考え、何をしていたが解るので、これも読

んで見たら良いと思う。（もしかすると祖父や親の文があるかも知れませんよ） 

「友松」の変遷 


